
2022 年７月３日 召天者記念礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■「いつくしみ深き」 
①いつくしみ深き 友なるイエスは 
 罪 とが うれいを 取り去りたもう 
 心の嘆きを 包まず述べて 
 などかはおろさぬ 負える重荷を 
 
②いつくしみ深き 友なるイエスは 
 われらの弱きを 知りて憐れむ 
 悩み 悲しみに 沈めるときも 
 祈りにこたえて 慰めたまわん 
 
③いつくしみ深き 友なるイエスは 
 かわらぬ愛もて 導きたもう 
 世の友われらを 捨て去るときも 
 祈りにこたえて いたわりたまわん 
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■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名
み な

をあがめさ

せたまえ。御国
み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ

たまえ。われらの日用
にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも

のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ

ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり

なく なんじのものなればなり。アーメン 
 
 
 
 
 
 

■交読 詩篇１６篇１～８節 

１ 神よ 私をお守りください。 
私はあなたに身を避（さ）けています。 

２ 私は主に申し上げます。 
「あなたこそ 私の主。 
私の幸いは あなたのほかにはありません。」 

 
３ 地にある聖徒たちには威厳があり 

私の喜びはすべて 彼らの中にあります。 
４ ほかの神に走った者の痛みは 増し加わります。 

私は 彼らが献げる血の酒を注がず 
その名を口にいたしません。 

５ 主は私への割り当て分 また杯。 
あなたは 私の受ける分を堅く保たれます。 

 
６ 割り当ての地は定まりました。私の好む所に。 

実にすばらしい 私へのゆずりの地です。 
７ 私はほめたたえます。助言を下さる主を。 

実に 夜（よ）ごとに内なる思いが私を教えます。 
８ 私はいつも 主を前にしています。 

主が私の右におられるので 
私は揺るがされることがありません。 

 



 
■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 
 
 
■聖書朗読 へブル人への手紙１１章１３～１６節 
13 これらの人たちはみな、信仰の人として死にました。約束のものを

手に入れることはありませんでしたが、はるか遠くにそれを見て喜び
迎え、地上では旅人であり、寄留者であることを告白していました。 

14 そのように言っている人たちは、自分の故郷を求めていることを明
らかにしています。 

15 もし彼らが思っていたのが、出て来た故郷だったなら、帰る機会は
あったでしょう。 

16 しかし実際には、彼らが憧れていたのは、もっと良い故郷、すなわ
ち天の故郷でした。ですから神は、彼らの神と呼ばれることを恥とな
さいませんでした。神が彼らのために都を用意されたのです。 

 
 
■聖歌６９４「父の神がわれら」 

①父の神がわれら 信仰してる民に 
備えられた住まい そこにわれらは行く 

 
※やがて われら きよい向こう岸で 
 ともに手をば 取りて喜び合おう 
 
②青い空に雲の かけらすらも見えず 
 そこでわれら声を あわせて歌うたおう 
  ※くりかえし 
 
③救い受けたわれら み恵みの数々 
 父の神の前で 広げよう感謝もて 
  ※くりかえし 



 
 
■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父・御子・みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄えあれ 御栄えあれ アーメン 
 
 
 
 
 
 
 
 
【自宅での礼拝の手引き】  
・招詞   招詞を読みます 
・賛美   歌います 
・主の祈り 主の祈りを祈ります 
・交読   交読箇所を読みます 
・礼拝祈祷 次の言葉を祈りましょう 

「天の父なる神様。今、あなたの御前で礼拝をささげられ
ることを感謝します。兄弟姉妹と場所は異なりますが、心
を一つにして礼拝をささげます。主の臨在を、今、ここに
現してください。私たちの救い主、イエス・キリストの御
名によって祈ります。アーメン」 

・使徒信条 使徒信条を告白します 
・聖書朗読 聖書朗読箇所を読みます 
・説教   聖書朗読箇所を思い巡らしましょう 
・賛美   歌います 
・献金   主から受けたものの中で私がささげられるものや分かち

合えるものは何か思い巡らしましょう。それをささげな
がら歩めるように主の助けを祈りましょう。 

・頌栄   頌栄をささげます 
・祝祷   心の中で祝祷を読み、最後に「アーメン」と告白しましょう 

「願わくば 主イエス・キリストの恵み 父なる神の愛 
聖霊の親しい交わりが教会員一同の上に とこしえにあ
りますように アーメン」 


